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 まず fMRI 実験を用いた脳機能画像の研究では、英文想起実験中の脳機能分析から得た fMRI データをファジィ c-
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回帰分析を適用して解析を行い、さらに回帰係数の t-検定統計量を用いて脳の機能と賦活部位の対応関係に関する知
識発見法を提案している。 
 次に医療診断に関する応用すべき方法について取り扱っている。このためには莫大なデータベースについてクラス
タリングなどの手法で分類されたデータから治療方法に関する知識発見が必要である。そこで、疾患データからの類
似度による分類手法として林の数量化分析４類とファジィクラスタリングの同時適用法を提案している。 
 最後に多目的クラスタリングの開発として新しい手法を示している。数理的意思決定問題の大半は単一の評価基準
を頻繁に利用するが、それはクラスタリングでも同様の状況である。従来のクラスタリングでは、データとクラスタ
ーの代表値との２乗誤差を最小化する唯一の評価基準を利用しているが、実際には評価基準が複数である場合が多い
ことより、多目的クラスタリングにファジィ c-平均法を融合した解法アルゴリズムを考察している。 
 よって、博士（情報科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
